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研究室紹介

本研究室は，２０００年度の大学の改組改編

の結果，旧電気工学科から一般教育を担当する

総合教育所属となった．研究室は，御手洗　修

教授の教員スタッフと，旧電気工学科の８名の

学部生よりなる．主にトカマク，ヘリカル型核

融合炉の燃焼制御数値シミュレーション，それ

に関する研究を行っている．学部の学生はスフ

ェリカルトカマク炉の真空容器電流の数値解析

に取り組んでいる．なお２００１年度４月から

加わる１名の大学院修士の学生は宇宙推進機の

研究，即ち以前から行っている 3He の月からの

輸送方法の研究等にあたる予定である．

本研究室の特徴は，私立大学の自由な環境を

生かし，テーマ設定は自由で，何か新しいもの，

将来可能性のある‘夢“のある領域を追究する

ところにある．しかし，その軸足はエネルギー，

宇宙，核融合においている．また，国内外の大

学，研究所と幅広く共同研究を行っているのも

特徴である．

研究テーマ

　本研究室の研究課題は以下の３つに大別でき

るが，それぞれに密接に関連している。

［１］国際熱核融合実験炉　(ＩＴＥＲ) クラス

の実験炉の燃焼計測と制御の数値解析シミュレ

－ションを行っている．核融合炉の燃焼制御を

行うためには基本的には燃料供給と加熱パワー

を制御すればよい．それらを行うために計測器

システムをどのように構成し，燃焼制御のため

に統合化していけばよいかを研究している．ま

た，同時に安全な運転法のためのフェールセー

フ燃焼制御アルゴリズムを開発している．また

ヘリカル型核融合炉（ＦＦＨＲ）の自己点火条

件の運転制御についても研究している．

図１．プラズマコア核融合燃焼計測，

　　　制御ダイアグラムの例

［２］ スフェリカルトカマク（ＳＴ）炉のプ

ラズマ電流立ち上げの研究．主に外側設置の垂
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直磁場コイルと加熱／電流駆動パワーによって

プラズマ電流を立ちあげる方法を提唱している．

数値計算によって炉の挙動について予測しつつ，

共同研究として各研究所の現存の装置を用いた

実証実験に参加している．現在最も力を注いでい

る研究である． 

図２．ＳＴ炉の垂直磁場によるプラズマ 

   電流立ち上げの例 

［３］ＡＣ（交流）トカマクＤ�３Ｈｅ核融合

炉の概念の構築．核融合研究は，プラズマパラ

メータの実現は困難ではあるが中性子発生の少

ないより固有安全なＤ�３Ｈｅ核融合炉にシフ

トすべきと考え研究をしている．そのための月

面上の３Ｈｅの経済的な宇宙輸送機についても

考察を続けている．また，さらにＤ�３Ｈｅスフ

ェリカルトカマク炉との比較検討も行っている． 

 

 現在行っている主な共同研究先を以下に示

す． 

［１］核融合科学研究所 

［２］ 日本原子力研究所， 

   ＪＴ�６０Ｕトカマク  

［３］ 九州大学応用力学研究所， 

  ＴＲＩＡＭ�１Ｍトカマク  

［４］ カナダ，サスカチュワン大学物理学科 

      ＳＴＯＲ�１Ｍトカマク  

［５］ 米国，プリンストン大学プラズマ物理研

究所，ＮＳＴＸトカマク 

多くの方々との交流が本研究室のアクティビ

ティを支えている． 
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